
こんにちは。美術家の中ザワヒデキです。本日は大勢様のお越しありがとうござい
ます。最初にお断りしておきますが、本日の講演は撮影自由です。録画、録音、配
信、実況など自由にしていただいてかまいません。TwitterやFacebookへの投稿や
ustreamでの配信、後日のYouTubeアップなどなど歓迎します。ハッシュタグは
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ハッシュタグ中ザワヒデキ でお願いします。中だけ漢字、ザワヒデキが片仮名です。
今日はパワボを作ってきたのでお見せします。
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パワポの「画面切り替え機能」というものを使ってみたわけですが、お知らせがあり
ます。いま映しているのは私の著書『現代美術史日本篇』の改訂版で、（実際に手
に持って）実物はこれなんですけれども、これはアートダイバーという出版社から一
昨年の2014年11月21日に発行となったものです。
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で、本日2016年9月3日、おかげさまで第4刷となりました。2年ほどで4刷までいった

ので、悪くないペースかなと思います。読者の皆様ありがとうございます。というかん
じなんですが、誠に遺憾ながら、ここのミュージアムショップにいま置いていただいて
いるのは第3刷です。1週間前から置いていただいているので、まあ当然ですね。あ
と僕がいま手に持っているものも、3刷です。実は僕もまだ4刷は見てませんが、奥

付以外何も変わっていません。とはいえ、せっかくですので、本日ここのミュージア
ムショップでお買い求めされた方とか、あるいは以前購入して今日お持ちになった
方がもしいらっしゃいましたら、講演会終了後、僕を捕まえてくださればサインととも
に手書きで、今日の日付と4刷という文字を書いてさしあげますので、是非私を
キャッチしてださればと思います。以上、余談でした。
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こちらは岐阜県現代陶芸美術館のサイトにある本日のイベントのご案内ページです。
これをご覧になって今日いらしてくださった方も多いかもしれませんね。で、お気づき
のように、「現代美術史日本篇」という先ほどの書名を、そのまま今日の講演会タイ
トルにしております。ですが今日は、この本に書かれていないこと、この本が書かれ
た2014年以降のこともお話しできればと思います。あとこのサイトには私の略歴も
載っていますが、これも、もし今書くとしたら、付け加えたいことがあります。

8



先にこの略歴について、自己紹介も兼ねて読み上げます。中ザワヒデキ。日本人男
性美術家。1963年、新潟県生まれ。千葉大学医学部卒。
1983-1989年：アクリル画。
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以降はちょっと冗長になりますが、美術家としての自分の作品紹介も兼ねつつ自己
紹介を続けます。
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今映しているのは1984年、セゾン文化華やかなりしころですが、アクリル絵具などで

こうした感覚的、かつ、ある種ヘタうま的な作品を制作して、パルコ主催の日本グラ
フィック展などで発表していました。
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1990-1996年：バカCG。
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今映しているのは1990年、ベルリンの壁が壊れ昭和から平成になったのが1989年
ですからその翌年ですね。アップルのマッキントッシュIIcxという機種がついに100万

円を切ったというときに購入して、マウスで描いたコンピューター・グラフィックスです。
8ビット256色のビットマップCGです。
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拡大するとギザギザのジャギーが出て、これがおもしろくて、「バカCG」と当時呼ば
れておりました。

15



16



17



1997-2003年：方法絵画。
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1997-2003年：方法絵画。
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いま映しているのは1997年、阪神大震災やオウム真理教事件が1995年ですからそ

の二年後ですね。その年に制作した『二九字二九行の文字座標型絵画第一番』と
いう作品です。これはJISコード表から一定の方法で文字を取り出し、文字を画素とし
て配置しています。
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これは1999年の『三五目三五路の盤上布石絵画第一番』という作品です。こちらは

碁石を画素として配置しています。キャンバスに絵具という形式ではなく、画素を配
置するという方法による絵画です。
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2004年以降：本格絵画、新・方法、他。
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これは2007年、『脳内混色絵画C1M2Y1#5』という作品です。きちんとシアン、マゼン
タ、イエローの三原色の画素を定量的に用いた本格派の絵画です。
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これは2006年、今から10年前ですが、『脳波ドローイング』という作品です。ベッドに

寝ているのが僕で、頭に電極をつけていて、その脳波が壁にリアルタイムに投影さ
れています。
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これができあがった『脳波ドローイング習作0030』です。これはつまり手で描いたド
ローイングではないわけです。手で描かない。脳で描く。というのがコンセプト。
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これは2010年、東日本大震災と原発事故の前の年になりますが、新・方法主義者と
して制作した『ソースと実行第四番』です。ウェブサイトに使われているHTMLという
ソースコードが、それ自体作品であるとしたもので、今年2016年の3月、このシリー

ズの展覧会をギャラリーでやっておりましたところ、岐阜県現代陶芸美術館の学芸
の方にお越しいただき、本日のこのイベントのお話をいただいたという次第です。
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ということで、話がようやく今日のイベントにつながったところで自分の作品紹介を終
えて、略歴に戻ります。最後の二行を急いで読んでしまいます。

宣言「方法主義宣言」「新・方法主義宣言」。特許「三次元グラフィックス編集装置」
「造形装置および方法」。著書『近代美術史テキスト』『西洋画人列伝』『現代美術史
日本篇1945-2014』。ＣＤ『中ザワヒデキ音楽作品集』。

以上で自己紹介を終わりとしたいところですが、さきほど申しましたように、今だった
らもうひとつ付け加えたいものがあります。
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それは今年の3月、囲碁の世界チャンピオンのイ・セドル氏が、アルファ碁という人

工知能についに敗れたというニュースがありましたが、その人工知能なんですね。
その時僕はちょうど先ほども言いましたように個展中だったのでちゃんとニュース追
えてなかったのでしたが、個展がおわったあとからこのニュースにはまって、「いやこ
れすごいんじゃないか」となりました。
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それで、今年4月25日に「人工知能美学芸術宣言」を起草し、
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今年5月1日、今から4ヶ月前に「人工知能美学芸術研究会」（略称AI美芸研）を29名

の発起人により発足しました。なので今だったら略歴にこれを加えます。で、なぜこ
れをいま話しているかというと、今日の講義の後半にはここに戻ってきたいからです。
日本の現代美術史に、人工知能がどう関わってくるか。というか、人工知能は、芸術
にとっても美術史にとっても大問題なのですが、少なくとも自分はそのことに気づい
てしまった。なのでもう仕方ないです。この、人工知能という観点を頭の片隅に置き
つつ、今日はお話をしていきます。
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再度このページに戻ってきました。今日のトークのためにまとめた箇所を読みます。
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現代美術史は、「前衛」→「反芸術」→「多様性」のサイクルを約30年周期で繰り返し

ています。「歴史は繰り返す」からさらに進めて「歴史は循環している」と考えるわけ
です。「前衛」は新たな創作を肯定する表現主義的動向、「反芸術」は創作自体を否
定するダダやシミュレーショニズム等の運動、そして「多様性」は時代支配的なイズ
ムが後退し多様なイズムが乱立する、あるいはイズムなき快楽主義や技巧主義が
跋扈する長い時代です。2016年の日本の美術は、循環史観上のどこに位置づけら
れるでしょうか。
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これはこの「現代美術史日本篇」の9ページに載せた図ですが、いま読んだものはこ
の表のことを指しています。
この表の見方ですが、まず、左から右へ、上から下へと時代が進みます。
上の段のピンク→青→緑 次の段のピンク→青→緑 その次の段のピンク→青→
緑 一番下のピンク
の順番です。
そしてピンクが前衛、青が反芸術、緑が多様性です。
さらに言うと、この本の章立ては、この表にのっとって書かれています。
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「第1章 1945-54 シュルレアリスムと多様性」がここですね。この本は1945年の日本
敗戦の時点から書いているので、1930年から54年まで続く多様性の時代の途中か
ら始まっています。
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「第2章 1955-59 前衛」がここ
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第3章 1960-63 反芸術
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第4章 1964-79
還元主義と多様性
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第5章 1980-84
脱前衛
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第6章 1985-94
再現芸術
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第7章 1995-2009
マニエリスムと多様性
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「第8章 2010-14 搾取前衛」がここ。で、この本の発行が2014年11月でしたので、
2014年でこの表が終わっているわけですね。では2016年はどうなっているのでしょう
か、というのが一つ目の問題としてあると思います。二つ目の問題としてはですね、
「いったいこの表はなんなのか？」ってことですね。先に言っとくとこれは私、中ザワ
の独自理論です。ほかの誰も、ここまではっきり、歴史の循環を法則づけて述べて
はいません。三つ目の問題としては、「これは日本だけなのか」ということです。これ
も先に結論を言っておくと、世界全体に共通です。むしろ世界近現代美術史の一部
としての日本近現代美術史であると私は考えています。書名が「現代美術史日本
篇」となっているのはそうした理由からです。
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これら三つの問題を念頭に置きながら、第一章から順番に図版も交えつつ、今度は
もうちょっとゆっくり細かくみていきます。

45



Chapter 1 1945-1954
シュルレアリスムと多様性ー敗戦後の美術状況
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1945年 昭和20年 9月 政府、新文展の復活を決議。
1945年8月15日が終戦記念日
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1a 美術家の戦争責任問題
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1b ヴェネツィア・ビエンナーレへの参加
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1c 「重い手」、レアリスム論争、岡本太郎
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1d ルポルタージュ、密室、瀧口修造と実験工房
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Chapter 2 1955-1959
前衛ー具体、九州派、アンフォルメル
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1955年 昭和30年 1月、機関誌「具体」発刊。
1955年は高度成長が始まった年。もはや戦後ではない。

吉原治良 いままでにみたことのないものを作れ 決してひとのまねをするな ＝前
衛
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2a 具体
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2b 九州派
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2c 前衛と地方性
地方のアイデンティティが前衛となることがある
日本は世界に対する地方
九州は東京に対する地方
集団蜘蛛は福岡に対する地方
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2d アンフォルメル旋風

アンフォルメル＝フランス語でフォルムが無い＝形態がない 物質をぶちまける 表
現 何かを新たに作り出す ところがこれが海外からの輸入さるまね
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2e アンフォルメルと東洋
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Chapter 3 1960-1963
反芸術ーネオ・ダダとハイレッド・センター
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1960年 昭和35年 ネオ・ダダイズム・オルガナイザーズ結成宣言。
60年安保闘争 アンフォ反対 なんでも反対 ダダ精神 全部を否定 自分も否定
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3a ネオ・ダダイズム・オルガナイザーズ
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3b 読売アンデパンダン展の廃止
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3c ハイレッド・センター
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3d 日本のポップ・アート
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3e ゼロ次元
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Chapter 4 1964-1979
還元主義と多様性ーもの派、概念派、美共闘
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1964年 昭和39年 松澤宥、観念美術を創始。
1964年は東京オリンピック開催、首都高速開通、新幹線
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4a 日本概念派（1）オブジェを消せ
松澤宥…物質によらないアート、感覚によらないアート（不可視）、言葉のみによる
アート
コスースのコンセプチュアルアートより早い…しかしコンセプチュアルアートが海外で
権威化されたから松澤も先駆者の位置となったかもしれない 微妙
観念美術を創始…その直前の反芸術的全否定とはことなる 物質否定とはいえ美
術と言っている 禁欲的な美術 概念への還元
これは概念派 いっぽうで後ほどのべる物質派としてのもの派がでてくる

欧米ダダのあとに抽象美術とシュルレアリスムが同居して多様性の時代となったよ
うにネオダダのあとはコンセプチュアルとミニマリズムの同居
ところで松澤宥は今、茅野市美術館の4人展で見られる 在る表現－その文脈と諏
訪 松澤宥・辰野登恵子・宮坂了作・根岸芳郎 明日行きましょう
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4b 日本概念派（2）トリックス・アンド・ヴィジョン
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4c もの派
物質派ではないといもいわれるが、俯瞰的に見ればやはり物質派

関根伸夫 名詞性のホコリをはらってモノを見る やはり禁欲的な美術 物質への
還元
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4d 美共闘、ポスト概念派、ポストもの派
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4e 絵画回帰
辰野登恵子…茅野市美術館の4人展で見られる 在る表現－その文脈と諏訪 松澤
宥・辰野登恵子・宮坂了作・根岸芳郎 明日行きましょう
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Chapter 5 1980-1984
脱前衛ー80年代アヴァンギャルドと日本グラフィック展
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1980年 昭和55年 9月 第1回日本グラフィック展。
1980年じぶん、新発見 1981年不思議、大好き 1982年おいしい生活 セゾン文化

パルコ主催の日グラ 中ザワがさきほどの自己紹介で見せた大学生のときの作品
はまさに渦中
米レーガン政権1982…冷戦体制変質
サブカルチャー 感覚優位
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5a 日本のポストモダニズム: 内部と外部

脱前衛という前衛であった それまでは禁欲的 感覚の解放 ポストモダン ニュー
ウェーブ 世代交替 大量の表現する若者出現 世界共通
美術 イラストレーション
ハイアート サブカルチャー
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5b 内部: 80年代アヴァンギャルドと新表現主義

バレルゴン 超少女 インスタレーション
新表現主義…海外と呼応？ニューペインティング ノイエエクスプレッショニズム トラ
ンスアヴァンギャルディア フィギュラシオンリーブル自由具象派
日本では80年代美術はなかったことに
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5c 外部: ヘタうまと日本グラフィック展

1ヘタうま 2ヘタヘタ 3うまうま 4うまヘタ
中ザワの史観ではこちらイラストレーションを正史に取り込む
美術の名をも拒否した…美術と呼ばれなかった
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5d ポストモダニズムと循環史観

この表はありなのか さきほど三つ立てたといのうちの二番目
三度目の正直だと思った
停滞のあとの爆発 個々の作家は安定した価値観のもとで仕事→価値観自体が変
わる この価値観というのは美学とかかかわる
表現主義 抽象表現主義 新表現主義
進歩史観 直線史観ではない らせん的に上にあがるニセ進歩史観でもない

進歩史観はモダニズム というか歴史という考え方自体がモダニズム的なもの ポ
ストモダニズムにより史観が変化するのは当然

しかしそれでも何らかの法則性はあるだろうか ツボみたいなもの 人工知能分野
ディープラーニング 人工知能に美術史を書かせて循環史観が出てくれば中ザワの
独自理論が普遍となるかも
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Chapter 6 1985-1994
再現芸術ー関西ニューウェーブから東京シミュレーショニズムへ
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1985年 昭和60年 7月 森村泰昌、ゴッホの自画像に扮する。
1985 中曽根 戦後初の靖国公式参拝 （Japan as No.1は1979エズラ・ヴォーゲルだ
が）
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6a 森村泰昌と関西ニューウェーブ

東京と違って関西ではニューウェーブからシミュレーショニズムへのメンバーが同じ
東京ではメンバーがとりかわっている 断絶
西高東低
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6b 東京シミュレーショニズム前夜
絵具をつかわなくなってる
中ザワの「近代美術史テキスト」1989「バカＣＧ」1990はここ
1991バブル崩壊
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6c 東京シミュレーショニズム（1）村上隆と中村政人

僕のこの著書2014年改訂版では 東京シミュレーショニズム としたが、2008年の
初版では 東京ポップ としていた
椹木はネオ・ポップと呼んでいる
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6d 東京シミュレーショニズム（2）小沢剛と会田誠
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Chapter 7 1995-2009
マニエリスムと多様性ー悪い場所、スーパーフラット、マイクロポップ
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1995年 平成7年 奈良美智展「深い深いみずたまり」。
1995 阪神大震災 オウム真理教事件 エヴァンゲリオン（セカイ系） Windows95
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7a 快楽主義とマニエリスム
イズムの不在 奈良美智は80年代前半のイラストレーションに見える 美術からは
「これは美術ではない」とされてきたもの
絵画を無自覚に再開
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7b ひそやか系、スタジオ食堂、昭和40年会
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7c 悪い場所、スーパーフラット、方法

2000年 悪い場所 スーパーフラット 方法主義 ……東京シミュレーショニズムの立
役者だった中堅
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7d 美と価値とインフラ

もともと市場価値と芸術価値は別ものと信じられていた…弊害もあった

しかしイズム不在により市場価値＝芸術価値が無自覚に信じられるようになってし
まった 特に美術非関係者
これも価値の話なのであとで人工知能との関連で再考したい
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7e マイクロポップ、美術内美術、チン↑ポム
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Chapter 8 2010-2014
搾取前衛ーフクシマ前後の表現主義と反表現主義
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2010年 平成22年 4月 カオスラウンジ宣言2010。
2010 日本GDPが中国に抜かれた年
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8a 二艘木洋行と第四表現主義前夜

第四表現主義という言葉は中ザワの造語 待望はしていた 二艘木初個展は2005 
ポストポッパーズは2007
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8b カオス*ラウンジと2010年の風景

お絵かきoff 集団でアニメキャラ的なものをお絵かきする 絵具とデジタルの渾然一
体 SNS Pixiv
ハンドル名が作家名の若者の大量出現 世代交代観
しかしカオスラウンジ宣言と破滅ラウンジは反芸術の萌芽要素もある
ちなみに2010年始動の新・方法主義は反芸術 中ザワのソース
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8c フクシマ以後の表現主義的動向

メンヘラ展 春のカド
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8d フクシマ以後の反表現主義的動向

カオスラウンジの炎上と変質
地域アート
社会のための芸術
もともとは芸術のための芸術か人生のための芸術かという議論だった
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いちおう細かく見ていくのを終えたことにして、もうひとつの見方を補足します。2014
年11月刊行後すぐの12月、黒瀬陽平さんと五反田にあるゲンロンで対談した際、東

浩紀さんがこの表を面白がってくれてある指摘をしてくださいました。それは、この
表が弁証法に見えるということでした。
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すなわちピンクの前衛がテーゼ（正）、
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続く青の反芸術がアンチテーゼ（反）、
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そして緑の多様性がジンテーゼ（合）なのではないかということです。

これはわかりやすい。正が表現主義的な創作の肯定、反が反芸術つまり創作の否
定、合が多様性の到来だから。

ただし問題がある。普通は弁証法は「合」はいい意味。しかし中ザワにおけるこの
「合」はわるい意味。

あるいは弁証法は進歩的モダニズム しかし中ザワの合はイズムの不在による退
化
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なので中ザワがもともと持っていたイメージあるいは説明の仕方は 生 死 死後で
した
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あるいは、黒瀬さんは単純に、中ザワさんの美術史はけっきょく「良い」時代と「悪
い」時代のふたつしかない、ピンクの前衛と青の反芸術が「良い」時代で、緑の多様
性が「悪い」時代だと看破してくださいました。
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ただ、本書で繰り返されている僕自身の言い方としては、「前衛」と「反芸術」のふた
つが「芸術のための芸術」、「多様性」の時代が「人生のための芸術」ということにな
ります。僕自身の作品歴との関わりでいえば、前衛と反芸術の時代には時代を謳歌
する作品を作っていました。それがヘタうまやバカＣＧだったわけです。反対に多様
性の時代には時代に反抗する作品を作っていました。それが方法主義だったわけ
です。

多様性は今はほとんど良い意味で使われる 中ザワ史観的には反対。悪い意味で
多様性と言っている。つよいイズムの不在。
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で、最初に掲げた3つの問題を考えます
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3つの問題はこれでしたね
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第8章じたいがすでに「表現主義と反表現主義」 反表現主義とは反芸術？ 新･方
法は反芸術
なので2015以降すでに反芸術としたいと考えていた そうした機運気配はツイッタで
もあった しかし核となるエポックはなんだろう、ないなあ
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鸚鵡のくだり
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循環史観 王朝盛衰史 とはいえ法則性を見いだしている 例外も多々ある 美術
史に限らない ヒトの1世代が30年? あるいは太陽黒点? どうやって法則性を見いだ
す? ツボのようなものはあるのか これは人工知能のdeep learning が特異なはず
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汎用でなくても特化型である程度対応できる AI美学よりも簡単 美術史家AIに
ディープラーニングで膨大な作品群を見せる 自然言語理解は2025年くらい? 自動
翻訳
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第7章までは確認できてます というか結局海外動向の輸入かもしれない しかし輸
入問題は覇権問題 真の「新しい歴史教科書」問題 飛鳥文化はヘレニズムにまさ
るとも劣らない あるいはローマはギリシャの輸入だが偉大なるローマ 結局覇権は
「軍事・経済・文化」 ここで科学技術＝軍事 昔は軍艦 次は核 今はAI 中国の
台頭
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